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  令和６年１１月１日 

 

件名  かみつけの里博物館第 32 回特別展 

「子持
こ も ち

勾玉
まがたま

-群馬県内出土品を集めてわかったこと」を開催します。                     

〇子持勾玉は長さ 10 ㎝前後の大型勾玉で、江戸時代以降研究が進められ、 

「増殖」に関する呪術的な道具とされています。 

〇県内出土で出土した５２点の子持勾玉がはじめて一堂に会します。 

   ＊そのうち約２０点は、初公開資料です。 

   ＊この展示では、群馬県内出土品の約７５％が集まります（所在確認できた資料）。 

 

  子持勾玉は、東北地方から九州にかけ、約 700 点が確認されています。そのうち群馬

県内では約 70 点の存在が知られ、都道府県単位で全国一の数となっています。この展

覧会では、「なぜ、群馬県に子持勾玉が多いのか？」という疑問を窓口に、古墳～飛鳥

時代の群馬県地域を掘り下げようと思います。 

 

１．展覧会の名称 第 32 回特別展「子持勾玉-群馬県内出土品を集めてわかったこと」 

 

２．会期 令和６年１２月７日（土）～令和７年３月２日（日） 

 

３．会場 かみつけの里博物館企画展示室（井出町１５１４番地） 

 

４．関連行事 

 （１）講演会（定員７０名） 

  ・演題「子持勾玉考」 

  ・講師 篠原祐一氏（栃木県埋蔵文化財センター副所長） 

  ・日時 令和７年２月１１日（火曜日・祝日）午後１時３０分～ 約２時間 

  ・会場 博物館研修室 

   ＊事前申し込みが必要 受付は令和７年２月１日（土）午前９時３０分から電話で

受け付けます。（先着順） 

  ・参加費 ２００円（中学生以下、６５歳以上は無料） 

 

 （２）学芸員による展示解説 

  ・日時 令和７年２月９日（日）、２月２３日（日）午後２時～ 約３０分 

  ・場所 博物館企画展示室 

  ・参加費 ２００円（中学生以下、６５歳以上は無料） 

PRESS RELEASE 報道機関配布資料 







 
高崎市内で出土した子持勾玉 

 
中林遺跡（井出町）出土の子持勾玉 大きさ１１．８ｃｍ 約２３８ｇ 
 


